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１．次世代航空モビリティの概要
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１．次世代航空モビリティの概要

■空飛ぶクルマの特徴

空飛ぶクルマは、eVTOL（Electric Vertical Take-Off and Landing)とも呼ば

れ、「電動」、「垂直離着陸」、「自律飛行」の特徴を有する未来のモビリティであり、こ

れまでの移動の概念を大きく変える可能性を有している。

出典：国土交通省航空局
空飛ぶクルマについて（令和３年）

【速達性】

・地上交通の渋滞に左右されず、直線的な最短ルートでの

移動が可能

・山間部など、通常アクセス困難な場所にも短時間で到達

【プライベート性】

・医療搬送・災害時など、特定用途に応じた専用利用が可能

【オンデマンド性】

・ユーザーが必要な時に呼び出せる

・個別ニーズへの対応力が高い

【エンタメ性】

・「空中遊覧」など非日常的な体験を提供

・観光地での活用により新たな観光商品・ルートの創出

・次世代技術としての話題性・先進性
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１．次世代航空モビリティの概要

■動向

・世界各国で制度設計、機体開発、「空飛ぶクルマ」の離発着場となるバーティポート

開発等の社会実装に向けた取組が進められている

・海外・・・2025～2026年度くらいからアジア・中東・北米などでの事業化が見込ま

れている

・国内・・・2025年の大阪・関西万博を契機に、空飛ぶクルマの社会実装を目指す

取組の推進が期待される



２．県の地域特性と課題
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２．県の地域特性と課題 ①地勢

地形・地勢について

現在地

吉野町

竜門山塊

台高山脈

紀の川
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２．県の地域特性と課題 ①地勢

土地利用について
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２．県の地域特性と課題 ①地勢

景観・文化財と高層建築物の届出について

・ 「一目千本」といわれる吉野山の花見には、約３０～４０万人の観光客が訪れ
る。

・ 奈良県は、「日本の始まりの地」として奈良時代を中心とする古代からの
文化財を抱負に有している。

・ 一方、それらの文化財は、現在も建物等として存在せず遺構となっている
ものが多くあり、平城宮跡や日本で初めて条坊制(碁盤の目のように区切
られた街並み)が採用された藤原宮跡は、地上よりも鳥瞰で見る方がその
壮大なスケールが感じられる。

奈良県の文化財

桜の名所といわれる吉野山の景観や平城宮跡・藤原宮跡等の遺構は、上空から見下ろす方がスケールが感じられ、
空飛ぶクルマによる観光振興が可能。
奈良県景観計画区域内では、建築物の規模により景観法に基づく届出が必要。

景観・文化財

・ 奈良県景観計画区域内では、建築物の規模により景観法に基づく届出
が必要。
例）一般区域 ： 建築面積が1000㎡超又は高さが13ｍ超の建築物

・ 歴史的景観や自然景観を保全するため、奈良県景観計画に定める「景観
形成の基準」では、建築物の新築又は移転等においては、「良好な周辺景観
との調和に配慮した配置、規模及び高さとすること」と設定されている。

高層建築物の届出

・

吉野山の桜

春日山から見た奈良市街
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２．県の地域特性と課題 ①地勢

水域について
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２．県の地域特性と課題 ②気象環境

気候・気象について

気候

風
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２．県の地域特性と課題 ②気象環境

気候・気象について

降水量



○ 全国最小の可住地面積

○ 市街地は主に北西部に密集し、

南部・東部は山岳地帯

○ 南部にそびえる大台ヶ原は、

日本屈指の多雨地帯

P O I N T S
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

道路
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２．県の地域特性と課題 ③交通

作業中

交通について

京奈和自動車道

資料：ならの道（奈良県 道路建設課）

・整備により、移動時間の大幅な短縮、定時性の確保
による企業立地の促進、観光振興などの地域経済の
活性化、緊急医療体制の強化等、様々な効果が期待
されている。

・京都府南部～奈良県北西部～和歌山県北部を結び、
既存の大阪中心の放射網に対する環状的な交流路で
あり、奈良県内においては、奈良県の南北軸となる
重要な幹線道路である。現在、未整備となっている
２区間（計約１７ｋｍ）について整備が進められて
いる。
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

鉄道
県内では、西日本旅客鉄道（JR西日本）と近畿日本鉄道
の２社が鉄道路線を有している
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

路線バス
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

リニア中央新幹線
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２．県の地域特性と課題 ③交通

リニア「奈良市附近駅」の候補地について
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

航空旅客動態調査の整理（国内線）



22

２．県の地域特性と課題 ③交通
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２．県の地域特性と課題 ③交通

交通について

航空旅客動態調査の整理（国際線）
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２．県の地域特性と課題 ③交通

奈良県ヘリポートについて

・ 本県では、奈良市矢田原町に県営の奈良県ヘリポート（公共用ヘリポート）を有しています。
・ ヘリポート内には奈良県警察航空隊及び奈良県防災航空隊のヘリコプターが常駐しており、「警察活動」「救急・救助活動」「消火活動」の拠点として
利用されていると共に民間事業者の格納庫も設置されており、遊覧飛行や物資輸送の利用も積極的に受け入れています。



○道路網は東西が中心だが京奈和自動車道の整備

を進めており南北をつなぐ道路網も拡充予定

○リニア「奈良市附近駅」の設置により首都圏

からの交通利便性が格段に向上

○空港利用（国内線）は、伊丹空港が約６割、

関西空港が約３割、神戸空港が約１割弱

P O I N T S



３．公共交通によるアクセス分析
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３．公共交通によるアクセス分析

１）公共交通によるアクセスが困難な県内集落の分析
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３．公共交通によるアクセス分析

人口分布状況の整理
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３．公共交通によるアクセス分析

公共交通利用圏域の整理（鉄道およびバス）
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２）県内の主要観光地への公共交通機関によるアクセス分析

・県内外の移動拠点から、県内の各エリアにある入込客数の多い27の主要観光地まで、公共交通機関で往復する際の、
1日の滞在可能時間を算出し、各観光地への公共交通機関によるアクセス性の分析を行った。

図 奈良県宿泊統計調査のエリア区分

資料：令和４年奈良県宿泊統計調査報告書

No. エリア 名称 市町村

1 奈良公園 奈良市

2 平城宮跡 奈良市
3 薬師寺・唐招提寺 奈良市
4 生駒山 生駒市
5 信貴山 生駒郡平群町
6 法隆寺・斑鳩の里 生駒郡斑鳩町
7 馬見丘陵公園・馬見古墳群 北葛城郡河合町
8 橿原神宮周辺 橿原市
9 藤原宮跡 橿原市

10 大神神社・三輪山 桜井市
11 長谷寺 桜井市
12 石舞台古墳など明日香村古墳群 高市郡明日香村
13 大宇陀温泉・アニマルパーク 宇陀市
14 室生寺 宇陀市
15 曽爾高原 宇陀郡曽爾村
16 吉野山 吉野郡吉野町
17 下市温泉 吉野郡下市町
18 洞川温泉・面不動鍾乳洞 吉野郡天川村
19 みたらい渓谷 吉野郡天川村
20 立里荒神社 吉野郡野迫川村
21 谷瀬の吊り橋 吉野郡十津川村
22 瀞峡 吉野郡十津川村
23 湯泉地温泉（十津川温泉） 吉野郡十津川村
24 下北山温泉 吉野郡下北山村
25 大台ヶ原 吉野郡上北山村
26 上北山温泉 吉野郡上北山村
27 入之波温泉 吉野郡川上村

E

F

A

B

C

D

３．公共交通によるアクセス分析
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３．公共交通によるアクセス分析

・次世代航空モビリティの活用で地域間をダイレクトに接続し、地域間の移動時間を飛躍的に短縮が可能



○県北西部に人口の約９割が集中

○南東部は、鉄道路線がなく路線バスや

コミュニティバス等が中心

○空飛ぶクルマの実装で特に南東部に点在する

観光地へのアクセスが格段に向上

P O I N T S



４．県内での次世代航空モビリティ
ユースケース抽出
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４．県内での次世代航空モビリティユースケース抽出

県内各地
県内各地

県内での次世代航空モビリティのユースケースおよび、想定されるサービスの概要
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４．県内での次世代航空モビリティユースケース抽出

県内での次世代航空モビリティ導入による効果、関連するユースケース

産業振興



５．次世代航空モビリティの導入に
向けた検討の方向性
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今後の課題は主に以下。

５. 次世代航空モビリティの導入に向けた検討の方向性

⑤社会受容性の向上

①官民の連携

②導入計画の具体化

③広域連携

④基礎自治体との連携

「空飛ぶクルマ」の社会実装に向け、以下の方針で取組を進めることを検討。

②空飛ぶクルマのサービスの広域性を踏まえ、近隣自治体や国とも連携し、必要な対応を進める。

①奈良県への事業展開を目指す事業者とともに、適切な役割分担のもと、実装に向けた検討を進める。



ご静聴有難うございました
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【参考】県の地域特性と課題（まとめ）

大項目 小項目 内容

(1)
地勢上の
課題

①全国最小の可住
地面積割合

a. 県土の約8割が森林
・県の約8割を森林が占め、総面積に占める可住地面積は全国最小。
・可住地エリアの大部分である県北西部に住居や医療機関等の拠点施設が集中し、県南部とのアクセスも容易ではない要因は、奈良県の地勢が大きく影響して
いる。

②空飛ぶクルマの
コリドーとしての
水域の活用可能
性

b.内陸部であり、県内4つの水系が存在
・奈良県は海に面していないが、4つの河川水系が県全体に張り巡らされている。
・水域上空は空飛ぶクルマのコリドーとしての活用が想定される。運行ルートの設定を見据えて、水域の状況を把握し、活用可能性の検討を行うことが必要とな
る。

（2）
気象環境
上の課題

③風（局地風） c. 山間部の局所的な強風発生
・局地的な強風等、風の状況は、空飛ぶクルマの運航条件として把握する必要がある。
・本県の主な局地風として、山越え気流が強風になったものと、河谷に沿って吹く強風とがあり、主に地形の複雑な東部山地、南部山岳地に多く発生する。

④降水量 d. 山間部の降水量多
・風と同様に降水量についても、空飛ぶクルマの運航条件として把握する必要がある。
・奈良盆地を中心とする平野部と、南部の山地部では降水量に大きな差があり、特に南東部の大台ケ原山地は年間５，０００ｍｍ以上に達する日本屈指の多雨地
帯である。

⑤災害リスク e.山間部の土砂災害リスク大
・奈良県の地形や気象条件の影響により、山地・丘陵地において土砂災害のリスクが高い。
・令和5年12月には下北山村上池原、令和6年4月には上北山村西原の国道169号において、土砂災害の発生により通行止めが生じている。県北部や大坂、京
都等に向かう場合は大きな迂回が必要となり、交通状況の変化や観光に影響している。
・活断層による内陸型地震や、近年発生が懸念されている南海トラフ地震等への備えも必要であり、土石流や液状化等、地震の二次災害にも留意が必要である。

（3）
地域特性
上の課題

⑥人口減少（年少・
生産年齢人口の
減少、老年人口
の増加）

f. 人口減少・高齢化
・本県の人口は、平成12年の約144万人をピークに減少傾向にあり、直近では約132万人（令和２年国勢調査）と、平成12年のピーク時より12万人減少してい
る。

⑦県北西部への人
口集中、南東部
の人口減少の深
刻化

g. 北西部の人口集中
・県北西部に人口の約9割が集中している。また、南東部の人口減少の進行が深刻化している。

h. 南東部の過疎化
・県北部と、県東部や県南部との流動は少ない。
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【参考】県の地域特性と課題（まとめ）

大項目 小項目 内容

（3）
地域特性上
の課題
（続き）

⑧高い県外就業率
と産業との関連

i. 高い県外就業率と産業の衰退
・15歳以上の就業者のうち、県外就業者の割合は27.3％で全国３位。大阪府へのアクセスの利便性が高いエリアで特に高い割合となっており、鉄道網とも関連
性が高い。
・産業別事業所数・就業者数を見ると、いずれも全国と比べて「医療・福祉」の割合が高い。高齢化による福祉施設の需要の高まりや、従事者の他府県への流出に
より、県内の他の産業の停滞に繋がっていることが考えられる。

⑨観光資源 j. 豊富な観光資源、k. 日帰り観光多、観光消費額少
・法隆寺地域等のある北西部だけではなく、南東部の山間地域には紀伊山地の豊かな自然や眺望、温泉地があるなど、県内各地に幅広い特性の観光地を有する。
・日帰り観光客の比率が高く、１人あたり観光消費額が低いことから、１人あたり観光消費額が高い、宿泊を伴う周遊・滞在型観光を促進することが必要。

⑩県の北西部と他
地域の交通利便
性の差

l.南北方向のアクセス性低、 m.南東部の交通空白地域多、 n.リニア駅設置予定
・県南東部から北西部を結ぶ幹線道路が少なく、この道路が利用できない場合、南東部から北西部へのアクセス性が著しく低下する。
・県の南東部に鉄道路線はなく、路線バスやコミュニティバス、デマンド型交通などが地域の交通を担っている。路線バスは近年収支状況が厳しく、運行本数の
削減が行われている。
・奈良市附近にリニア駅設置予定。建設構想に沿って県内外の道路交通網を整備展開する必要がある。

⑪空港の利用動態
による需要予測

o.県外空港の利用
＜国内＞
・空港利用者の動態の把握は、空港アクセスへの空飛ぶクルマの有効性等を考える上で必要な情報となる。
・航空旅客動態調査によると、奈良県居住者の6割以上が伊丹空港を利用しており、次いで関西空港が約3割、神戸空港が1割弱の利用となっている。

＜国外＞
・国際航空旅客動態調査によると、奈良県居住者の8割以上が出国時に関西空港を利用している。
・国内最終訪問地を「奈良県」と回答した外国人（日本居住者を除く）の9割以上が関西空港を利用している。
・このことから、奈良県内から関西空港へのアクセスに空飛ぶクルマを用いた場合、国際線利用者へのニーズが想定される。特に、鉄道路線が通らない県南東部
からの移動時間の短縮効果等が期待される。

⑬公共施設北西部
集中

p.公共施設や医療機関の北西部集中
・公共施設は北西部に集中しており、南部からのアクセス性が課題である。

⑭医療機関の北西
部集中

・病院数、病床数を、二次保健医療圏ごとにみると、奈良、西和、中和保健医療圏に多くの病院、病床が集中しており、南和保健医療圏は少ない状況である。
・奈良県の令和3年における救急搬送の平均収容所要時間は43.0分で、近畿府県の中では所要時間が最も長い。へき地医療対策と合わせて、空飛ぶクルマの
救急搬送等医療への有効性を考える必要がある。


